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標準電波に重畳する報時信号として現在JJ Y局で行っている切断式報時信号 （毎秒0.02秒間搬送波

を切断する〉の切断の途中に尖鋭なノ勺レスを挿入した報時信号の利点と応用及び実際に国内で受信した

結果について述べてある。

1 緒 官呈F
E司

標準電波はその標準周波数としての利用は勿論

であるが，更にこれに報時信号がのせられている

ため正確な時刻及び時閣を必要とする方面に広く

利用せられ，現在では周波数も報時も夫J々 の利用

者から常時不断に発射を要望されているため標準

変調周波数と報時信号を同時に重畳して発射を行

っている。標準電波に重畳する報時信号の型式と

しては国際無謀通信諮問委員会 CCCI.R）に於

いて1948年以来種k論議せられ，最近の第7回会

議に於いては次の如き方法の比較検討が各国の調

査計画として決定された。

1) 毎秒報時ノ之ルスの間だけー変調を抑える方法

(2) 毎秒報時パJレスの間だけ電波を切る方法

(3）毎秒搬送波ノ勺レスの前と後で電波を切断し

て報時信号とする方法

これらの調査計画の他に勧告として，米国標準

電波に重畳されている様なlOOOc/sの5サイクル

〈又は800c/sの4サイクル，1200c/sの6サイク

ル等〉を毎秒重畳するやり方の報時信号が従前通

り出されている0，この勧告の方法と上記の（2）方法

（現在JJ Y局標準電波に使用〉との優劣は既に

実験によってJ検討され（電波研究所第六回研究発

表会記事〉但）の方法が多くの点で優れている事が

わかった。（1）の方法は未だ米国では実験されてい

ないが予想としては（2）の方法の方が有利であると

思われる。然し（2）の方法による切断時間の途中に

尖鋭なパJレスを入れ（3）の方法とすれば，更に報時

信号の精度改善や電波伝播研究えの利用も広くな

って報時信号の利用度が高まるものと思われる。

従って此の方式の報時信号を IJ Y局標準電波に

のせて昭和29年4月及び7月の2回に亙り試験発

射を行ったが，上に述べた利用上の諸点を確かめ

る意味で各地で此の報時信号を受信し，その効果

の調査を行ったので報告する。

2 発射報時信号及び発射装置

現在JJ Y局から発射されてし、る標準電波の報

時信号は第1図（a）に示すように毎J少0.02秒（但

し毎分自は 0.2秒〉電波を切断する方法によって

し、るが試験発射中（29年7月〉第1図（b）に示す

ように巾200マイク口セコンドのパルスを切断時

間の略点中央に挿入して発射した。 29年4月の第

1回試験発射の時は巾を 500マイクロセコン ドと

したが巾が広過ぎたため充分/j：結果が得られなか
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ったのでその結果は割愛する。IJ Y局の報時信 転軸に取付けられた円板の縁にあけられたまど

号発射装置は現在1000サイクルフオニツクモJダー 〈第2図（a)）より通過する光を光電管でうけて

ーによって居り秒信号はフオニツクモーターの廻 20ミリセコンFの短形波を出し送信機を制御して

電波をこの時間だけ切断している。今回の試験発

射では円板Aのまどに第2図くめ のように細し、線

を中央に取付けー，切断の途中でパルスが出る様に

した。以上のように発射装置の機構上パルス波形

は略点第3図のようになり更に送信機内の過渡現

象のため発射波形は実際は第4図のようなもので

あった。第4図の如く周波数により波形の異なっ

ているのは夫点J.llj／＜の送信機を用いてし、るからで

あってパルスの実際の巾は200～300マイ クロセコ

ンドで‘あった。

第 2 図 （a)

第 2 図 （b〕

3測定装置

パルスを報時信号に用いる利点はそれによって
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精密に時亥ljを表わし得ることと，

パJレス電波を受信して電波伝播

通路の状態，遅れ時間等を測定で

きることである。然しこのように

精密な毘的にほ受信波形そのもの

の解折，指示時刻の正確な決定が

必要であるから受信波形を撮影し

時間 一一ー

て調査を行った。今回は受信地点 （乱）4げ兄 31日5時dO分

は日本国内に於げる中距離の点と

して仙台，富山を，また遠距離点

として札幌を選ひ昭和29年7月27

日から31日までの間，2.5, 5, 10, 

4, 8 Mcの各周波数の標準電波を

受信して調査を行った。調査は低

周波に於げる歪を避けるため受信

機の中間胃液出力をブラウン管オ

シログラフに加えて同期掃引装置

により受信波形を撮影した。毎秒

1回掃引を行う同期掃引装置は非

常に安定なものが必要であるか

ら電波監理局監視部にある周波

数副標準器の出力 Ikeを用l＂ こ

れをlc/sまで逓降して同期パJレス

を作ったが副標準器の周波数が安

定なので数時間以上殆んど同一位

相で観測できた。報時信号の観測

r*= 
l一仁
CC) 4円?Szq百6U与251ト

にあたり，受信パルスの精密観測 ce) 25ち 28百 21吟5qhr-

はもとよりであるが切断後の電波

の立上り波形をも同時に観測して

報時信号の方法としてパJレ久挿入

式と単なる切断式との比較も行っ

た。従って受信パルスの含まれる

時間と立上り附近の時間の両部分

のみを特に拡大し，不必要な部分

を取除いて釘：秒、同時観測するた

め，ブラウン管上て・これらを含む

上下二段の掃引を行った。ミのた

めの装置は第5図のようなもので
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(d.) 4 門店6 28百 f B H寺01介

(J) 4円% 28 8' 23時32司ト

（兵〕 4門5S 28百 18時08号T

Ikeから逓降された 1c/sパルス
第 6 図 受信波形 （’ぷ山）

でこれと同期してこの二つのパルスによりスター

トするこつの鋸歯状波をブラウン管の水平軸に加

え，一方径の方のパノレスから垂直軸パイアス用矩

形披を作って垂直軸に加え二番目の水平軸掃引を

下段に移すのである。中間周波出力信号は一段増

巾されて垂直軸に加えられるが，向時間軸目盛と

して低周波発振器より適当な周波数 （500c/s,

1 kc等〉のパルスを作り垂直軸に重畳し，または
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これにより輝度変調を行った。

4観測結 果

観測された受信波形は毎秒変化し℃おり，実際

に電波伝播の研究を行うには長期或L、｛よ連続多数

回の測定が必要と思われるが，今回は利用可能の

程度を調べる目的でひとまず短時日の調査を行っ

た。以下測定結果の例を示す。

書記ー伝播通路の時は受信パJレス（よ一つである

が，特に多重信号が明らかな場合，当日の電離層

観測結果と照合してこれを解釈すると，例えば第

6図（a）については最初のパルスはEs屈の1回反

射波， 2番目は Es層の2回反射波，3若手自の大

きいものは Es層に深い角度で入射しあまり減哀

をうけずに，或いは Es屈の蒋い所を通り抜けて

Fi層で反射した反射波であり ， 4番目は中間層

の反射， 5番目はFi層の2回反射であると考え

られる。また同図（b）または（c）では散乱を示し

て図に見る様にふくらんだパルス群として認めら

れたものがかなりあった。此の場合でも 200マイ

クロセコンド程度のパルスならば何とか分離観測

が可能であろう。また切断式報時信号として立上

りを使う場合これで見ると第6図（e)(f)(g）のよ

うに非常に不明瞭な場合が時点らる。向参考のた

め電波の切れ目の方をとって見ると （h）のようで

到）.1,自は立上りより更にゆるやかな事が多レ。

5 l~｝J,.ス挿入の効果

報 時の 精度

切断式報時信号では電波の立上り点を正しL、時

刻としてし、るが以上の結果のように受信した波形

では此の点が明瞭でない揚合が時kある。特に混

信のある場合は一層最初の立上り点のー；検出が困難

になる。然るにパJレス折入式ではパルスの位置に

より正確な時刻の認識度は非常に高まり容易であ

る。従ってパノレスによって時間および時刻を測定

(II.) ZS MC/s 28百l草寺01ト

縦得ば 自主 （I"1.5) 

（品） 25門C/s 28E I時5令

すれば，切断式ーより更に和度の高いものが得ら

れるものと思われる。ただ主パJレスの伝播通

路が変化した場合は伝播時聞が変り ，叉同じ

強さで二つのパルスが来るときもあるのでその

とり方により誤差を生ずることに注意しなけれ

ばならなL、。更にこのパルスの尖頭値が連続搬

送波の波高値より遥かに高くできれば混信に対

プヰ~
~ 

し有利であると考えられる。；~｛~ し特に尖頭値を

（＝＝→← 
~ る。

高くしなくともパルスの方が切断式に比べて相

当雑音およひ混信に対して有利であると思われ

2 電波伝播研究えの応用
(C) 25 門~2日目 I 待25骨

（→件一
_NV’¥./'v 
－－＇－＼／＼.＿ム~
(e) A門'if28百 16宮寺町骨

(d.) 25円)'i28 6 I Z号 2~ト

第 7 図受信 iii% ({ii・：台）

ているものと思われる。第6図は富山，第7図は

仙台の受信波形で多重信号がよく分離されている

が第8図（土札幌での受信波形で主パルスと伝播通

路を異にするパルスが近ずし、て中にはEなり合つ

これらの結果より標準電波に章一畳された報時

信号パルスは小金井を起点とした斜入射伝J番
の試験に利用し得ることがわかり，しかも問波

数は不連続でーあるが幾つかの電波により常時連

続受信できる使がある。叉立上り点をも含め綴

測することにより多重電波によるフエーデイン

グ状況の解明もできると思われ，また入射角の

測定，散乱波の伝搭一機構の研究等各方面の研起

に応用できるものと恩われる。前将来パルスが

搬送波の一定位相に同期でさーたとすれば更に有益

なものとなろう。
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第 8 図

6 結
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受信波形 （札幌）

＝ 広司

以上の笑験によりノ勺レス押入式報時信号は今ま

で考えられる報時信号の形式中で最も精度高いも
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のと思われるこ と，およひ電

波伝播研究方商にも広く利

用できる ことをほぼ確かめ

ずこ。ただ今回の試験は国内に

限られたの－で充分遠距離に於

けーる受信結果が得られていな

い。 霊長い明後年より始まる極

年観測のためURS Iの主催

により世界的に報時信号受信

の予備実験が進められてL、

る。我国でもこれに協力し上

記のようなパルス挿入式報時

信号の発射を再び昭和29年12

月128～18日の間行い広く海

外の受信状況を間合中でみる

が，この予備実験は当分3ケ

月毎に笑施される予定なので

今後此の方式に対する受信結

県が逐次得られるものと期待

される。前国内としては此方

訟は便利なものとして其の発

射を要望されてL、るので将来

報時信号の形式をこの方法に

変更したし、と考えてし、る。
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